
①手続きが簡単
　�法律の知識がなくても、一人で簡単に手続きで

きます。裁判所の窓口や Web サイトで、申立書
の書式や必要書類を案内しています。

②費用が安い
　�手続きに必要な手数料は、例えば貸金 10 万円

の返還を求める場合 500 円、離婚を求める場合
1,200円です。その他、郵便料金が必要になります。

③判決と同じ効果
　�話し合いでまとまった（調停が

成立した）内容が守られないと
きは、強制執行（預金口座や給
与の差し押さえなど）ができる
場合があります。

④秘密が守られる
　�非公開の手続きであるため、調

停になっていることは第三者に
はわかりません。裁判所には守
秘義務があるので、言いにくい
ことも話せます。

問 熊本地方裁判所　☎ 325 - 2121
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公
共
交
通
の
利
用
促
進
、
県
域
全
体
移

動（
お
で
か
け
）の
総
量
増
加
に
よ
る
地
域

活
性
化
な
ど
を
目
的
に
、「
熊
本
県
内
バ

ス
・
電
車
子
ど
も
無
料（
大
人
１
０
０
円
）

の
日
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。
町
内
の
路
線

バ
ス
も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
バ
ス
で

の
お
で
か
け
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
…
１
月
29
日
㊏

対
象
…�

県
内
全
域
の
路
線
バ
ス（
あ
ま
く

さ
・
た
か
も
り
号
、
県
外
高
速
バ

ス
、
空
港
リ
ム
ジ
ン
は
対
象
外
）、

熊
本
市
電
、
熊
本
電
鉄
電
車

内
容
…

　
・
大
人（
中
学
生
以
上
）　
１
０
０
円

　
・�

１
日
乗
車
券（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
デ

ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
）　
１
８
０
円

　
・
１
日
乗
車
券（
紙
券
）　
２
０
０
円

　
・
小
児
、
身
体
障
が
い
者　
無
料

問
役
場
企
画
財
政
課 

復
興
企
画
係

　

☎
２
８
６
‐
３
２
２
３

　

小
さ
な
掛
け
金
・
大
き
な
補
償
の「
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」。
令
和
４
年
度
の
加

入
受
け
付
け
が
３
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
に
備
え
て
加
入

し
ま
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
を
行
う
４
人
以
上

の
団
体
で
加
入
で
き
ま
す
。

　
加
入
団
体
で
の
活
動
中
と
、
そ
の
活
動

へ
の
往
復
中
の
事
故
を
補
償
し
ま
す
。
傷

害
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
、
突
然
死
葬
祭

費
用
保
険
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
保
険
で
す
。

掛
け
金
…

　
中
学
生
以
下
：
年
額
８
０
０
円
～

　
高
校
生
以
上
：�

活
動
内
容
に
よ
っ
て
金

額
が
異
な
り
ま
す

　
※
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
を

問�（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県

支
部

　

☎
２
１
３
‐
９
０
１
５

　

保
存
期
間
が
経
過
し
た
書
籍（
小
説
・

児
童
書
な
ど
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

日
時
…�

２
月
５
日
㊏
～
12
日
㊏

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

場
所
…�

交
流
情
報
セ
ン
タ
ー
ミ
ナ
テ
ラ
ス

展
示
ス
ペ
ー
ス

申
し
込
み
…
不
要
。
先
着
順

そ
の
他
…

　

�

持
ち
帰
り
冊
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

持
ち
帰
り
用
の
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
交
流
情
報
セ
ン
タ
ー 

ミ
ナ
テ
ラ
ス

　

☎
２
８
７
‐
８
４
１
１

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
を
！

「
除
籍
本
リ
ユ
ー
ス
フ
ェ
ア
」開
催

熊
本
県
内
バ
ス
・
電
車
子
ど
も
無

料（
大
人
１
０
０
円
）の
日

調 停 制 度 発 足
100 周 年 広 報
用キャラクター。
3 匹 合 わ せ て

「アイアイアイ」

そのお悩み、
裁判所の調停で解決しませんか？

　調停とは、裁判所が互いの言い分を聴いて、話
し合いによって問題の解決を図る手続きです。調
停には、お金の貸し借りなどの民事のトラブルを
扱う「民事調停」と、離婚や相続などの家庭のトラ
ブルを扱う「家事調停」があります。民事調停は主
に簡易裁判所、家事調停は家庭裁判所で扱われます。
　令和４年 10 月、調停制度は発足 100 周年を迎
えます。この機会に、調停の利点を覚えておきま
しょう。

広 報 ま しき  2022.133


